
迦広報あんじょう 2016.11.1

共
生
を
進
め
る
た
め
に

外
国
人
も
日
本
人
と
同
じ
よ
う
に
生

活
し
て
い
ま
す
。
多
く
の
大
人
は
仕
事

を
し
、
子
ど
も
は
保
育
園
や
学
校
等
に

通
っ
て
い
ま
す
。
地
域
に
よ
っ
て
は
外

国
人
も
積
極
的
に
町
内
の
活
動
に
関
わ

っ
た
り
、
職
場
で
は
外
国
人
が
届
い
た

郵
便
物
の
内
容
を
日
本
人
同
僚
に
尋
ね

た
り
、
会
社
や
地
域
で
は
災
害
時
等
の

対
応
を
外
国
人
に
伝
え
た
り
し
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
外
国
人
と
日
本
人
が

お
互
い
を
理
解
し
合
い
・
協
力
し
合
う

機
会
は
あ
な
た
の
身
近
に
あ
り
ま
せ
ん
か
。

こ
こ
で
は
学
校
と
企
業
の
多
文
化
共

生
の
取
組
を
一
部
紹
介（
左
ペ
ー
ジ
参

照
）し
ま
す
。

安
城
市
多
文
化
共
生
プ
ラ
ン

本
市
で
は
、
言
語
や
文
化
、
生
活
習

慣
及
び
国
籍
の
違
い
に
関
係
な
く
、
誰

も
が
安
心
し
て
自
分
ら
し
く
暮
ら
す
こ

と
の
で
き
る
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
を

実
現
す
る
た
め「
安
城
市
多
文
化
共
生

プ
ラ
ン
」を
策
定
し
、
多
言
語
に
よ
る

生
活
情
報
の
提
供
や
日
本
語
学
習
の
充

実
、
災
害
時
に
備
え
た
仕
組
み
づ
く
り

等
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
日
本
人
と
外
国
人
が
交
流
で

き
る
場
を
設
け
た
り
、
外
国
人
の
意
見

を
事
業
の
参
考
に
す
る
た
め
に
、
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
や
会
議
を
開
催
し
て
い
ま

す
。

第
３
回
ワ
ー
ル
ド
・
フ
ェ
ス
安
城

「
ふ
み
だ
そ
う
！
多
文
化
共
生
へ
の

み
ち
」を
テ
ー
マ
に
外
国
の
文
化
に
触

れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
と
き

月

日
掌
午
前

時
～
午

１１

２７

１０

後
４
時

●
と
こ
ろ

明
祥
プ
ラ
ザ

市
内
で
は
、

の
国
・
地
域
の
約
６
２
０
０
人
の
外
国
人
が
生
活
し
て
お
り
、

人
に
一
人

５１

３０

が
外
国
籍
の
住
民
で
す
。
外
国
人
の
定
住
化
が
進
む
中
、
生
活
者
と
し
て
の
課
題
も
多
く
発
生

し
て
い
ま
す
。
言
語
や
文
化
、
生
活
習
慣
の
違
い
に
か
か
わ
ら
ず
互
い
に
認
め
合
い
、
地
域
の

一
員
と
し
て
協
力
し
合
う「
多
文
化
共
生
社
会
」に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。
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●
内
容

国
際
カ
ラ
オ
ケ
大
会
、
ク
ラ

フ
ト
体
験
、
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
、
姉
妹

都
市
展
、
ワ
ー
ル
ド
カ
フ
ェ
、
英
語

Y
O
G
A
、
外
国
人
市
民
会
議
等

ｄｅ※
英
語

Y
O
G
A
と
外
国
人
市
民

ｄｅ

会
議
は
左
記
の
と
お
り
事
前
申
込
が

必
要
で
す
。

■
英
語

Ｙ
О
Ｇ
Ａ

ｄｅ

英
語
を
使
っ
て
ヨ
ガ
を
楽
し
み
ま
す
。

●
時
間

午
前

時

分
～

時

分

１０

３０

１１

３０

●
定
員

人（
先
着
順
）

２０

●
参
加
費

円（
市
国
際
交
流
協
会

５００

会
員
は

円
）

３００

●
申
込

月
７
日
捷
～

日
昇
午
前

１１

２２

８
時

分
～
午
後
５
時

分
に
電
話
で

３０

１５

市
国
際
交
流
協
会（
緯〈

〉２
２
６
０
）

７１

へ■
外
国
人
市
民
会
議

市
役
所
等
か
ら
の
情
報
に
つ
い
て
、

日
頃
ど
の
よ
う
に
感
じ
て
い
る
か
を
伺

い
ま
す
。

●
時
間

午
後
１
時
～
２
時

●
対
象

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
・

在
活
動
の
外
国
人

●
定
員

人
程
度（
先
着
順
）

１０

●
申
込

月
７
日
捷
午
前
８
時

分

１１

３０

か
ら
、
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
市
民
協
働

課（
胃〈

〉３
７
４
１
）へ

７２■問
▼
市
民
協
働
課

（
緯〈

〉２
２
１
８
）

７１

▼
小
中
学
校
の
取
組

▼
企
業
の
取
組

我
が
社
は
電
子
機
械
精
密
加
工
等
を
行
っ

て
い
ま
す
。
本
社
は
和
泉
町
で
す
が
６
年
前

に
ベ
ト
ナ
ム
に
現
地
法
人
を
設
立
し
ま
し
た
。

き
っ
か
け
は
、
本
社
に
勤
務
し
て
い
た
研
修

生
１
期
生
、
チ
ュ
ン
君
の「
社
長
、
ぼ
く
研

修
期
間
が
終
了
し
た
け
ど
母
国
で
も
石
川
精

工
の
下
で
働
き
た
い
」と
い
う
一
言
で
す
。

ベ
ト
ナ
ム
の
市
場
調
査
や
会
社
設
立
の
準

備
等
は
、
チ
ュ
ン
君
や
他
の
研
修
生
の
協
力

を
得
て
実
現
し
ま
し
た
。
今
で
は
、
ベ
ト
ナ

ム
現
地
法
人
に
は
日
本
人
従
業
員
は
お
ら
ず
、

約

人
が
働
い
て
い
ま
す
。
現
地
に
根
ざ
し

７０
た
事
業
を
展
開
す
る
た
め
に
経
営
は
チ
ュ
ン

君
に
任
せ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
習
慣
や
文
化

の
違
い
で
行
き
違
い
が
生
じ
な
い
よ
う
に
、

そ
し
て
こ
れ
ま
で
我
が
社
が
培
っ
て
き
た
日

本
の
品
質
を
維
持
す
る
た
め
に
、
技
術
に
対

す
る
価
値
観
を
共
有
し
、
共
通
の
ル
ー
ル
も

つ
く
り
ま
し
た
。

ベ
ト
ナ
ム
で
も

会
社
の
慰
安
旅

行
や
食
事
会
を

開
い
た
り
日
本

と
同
様
に
働
き

や
す
い
環
境
を

整
え
る
よ
う
心

掛
け
て
い
ま
す
。

株式会社石川精工
代表取締役社長
石川徹

とおる▲▲本社で技術を学ぶベトナムか▲本社で技術を学ぶベトナムからら
の出向社の出向社員員

◆
一
人
ひ
と
り
の
個
性
を
大
切
に

祥
南
小
学
校
に
は
現
在
９
カ
国
、

人
の

７４

外
国
に
ル
ー
ツ
を
持
つ
子
ど
も
が
い
ま
す
。

彼
ら
の
転
入
学
の
背
景
は
様
々
で
す
。
多
く

の
子
は
日
本
語
の
日
常
会
話
は
で
き
ま
す
が
、

細
か
い
ニ
ュ
ア
ン
ス
や
教
科
書
等
に
出
て
く

る
学
習
言
語
が
理
解
で
き
ず
に
授
業
に
つ
い

て
い
け
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
本
校
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
日

本
語
が
理
解
で
き
ず
に
、
慣
れ
な
い
学
校
生

活
を
嫌
い
に
な
ら
な
い
よ
う
、
国
籍
に
関
係

な
く
、
一
人
ひ
と
り
の「
個
性
」を
大
切
に
す

る
よ
う
心
掛
け
て
い
ま
す
。

◆
日
本
語
適
応
指
導
教
室（
国
際
学
級
）

国
際
学
級
で
は
３
人

の
先
生
が
日
本
語
の
指

導
や
学
校
生
活
等
に
必

要
な
支
援
を
し
て
い
ま

す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
子
ど

も
の
日
本
語
能
力
に
合

わ
せ
て
、
個
別
指
導
、

グ
ル
ー
プ
指
導
、
時
に

は
体
験
的
な
活
動
を
取

り
入
れ
た
指
導
を
通
し

て
、
生
活
や
学
習
に
必

要
な
言
葉
を
教
え
て
い

ま
す
。

◆
学
校
と
家
庭
の
架
け
橋

ポ
ル
ト
ガ
ル
語
、
タ
ガ
ロ
グ
語
、
中
国
語

の
通
訳
者
が
市
内
小
中
学
校
を
巡
回
し
て
い

ま
す
。
そ
の
中
の
一
人
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
通

訳
者
の
ナ
タ
リ
ア
さ
ん
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
と
日

本
の
文
化
・
習
慣
の
違
い
を
踏
ま
え
つ
つ
、

相
手
に
寄
り
添
い
な
が
ら
日
本
の
学
校
に
関

す
る
こ
と
を
上
手
に
保
護
者
に
伝
え
た
り
、

子
ど
も
の
気
持
ち
を
引
き
出
し
て
く
れ
た
り

と
、
学
校
と
家
庭
の
橋
渡
し
の
役
割
を
果
た

し
て
い
る
大
切
な
人
材
で
す
。

◆
多
様
性
が
未
来
の
財
産
に

多
様
な
背
景
を
持
っ
た
子
ど
も
た
ち
が
互

い
に
学
び
合
う
こ
と
は
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点

で
物
事
を
考
え
る
機
会
で
も
あ
り
ま
す
。
本

校
で
の
環
境
が
国
籍
に
関
係
な
く
、
す
べ
て

の
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
未
来
の
財
産
に
繋

が
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。
地
域
で
も
彼
ら
を

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
一
員
と
し
て
捉
え
、
積
極

的
に
声
を
掛
け
て
い
た
だ
け
る
と
嬉
し
い
で
す
。

通通訳で学校と家庭をつなぐナタリアさん通訳で学校と家庭をつなぐナタリアさん▼▼

取 組
事 例

▲▲通訳のナタリアさ▲通訳のナタリアさんんとと国際学級を受け持つ先国際学級を受け持つ先生生

祥南小学校
校長加藤雅亮

まさあき


